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ボランティア活動体験者における体験の活用について

笠 原 芳 隆*

本研究では,介護･介助活動を中心としたボランティア活動体験者の,当時の活動に対する意識や,

現在の障害児教育等に対する関心,活動の自分自身の生活及び教職活動への活用について把握し,介

護等体験学生が,体験を教職活動等に活用しようとする意欲を高めるための指導の在 り方を明らかに

することを目的とした｡

その結果,将来,介護等体験を通してより多くの者が障害児教育経験の希望をもち,体験の内容を

教職活動に生かす意欲をもっことができるようにするために,障害児教育専攻の臨床実習等の様子を

映像で見たり,実際に見学したりする機会を設けるなど,よ･り具体的で継続的な事前 ･事後指導をカ

リキュラムに組み込むなどして実施する必要があることが示唆された0

キーワード:ボランティア活動 介護等体験

Ⅰ 間濃と目的

小学校及び中学校の教諭の普通免許状を取得しよう

とする者に,障害者や高齢者に対する介護,介助,交

流体験等 (以下,介護等体験)が義務づけられて3年

になる｡

本法律の趣旨は,学校現場において,いじめをはじ

めとする心の問題がクローズアップされ,また,障害

児と健常児の交流教育等が進められている現状に照ら

し,義務教育担当教師希望者に障害者や高齢者に対す

る介護,介助,交流体験等を義務づけ,人の心の痛み

を理解できる人づくり,人間一人一人の能力や個性を

認められる心をもった人づ くりをめざすところにあ

る｡

本法律が施行されたことを受け,本学においても平

成10年度学校教育学部入学者から,特殊教育諸学校2

日間,特別養護老人ホーム等社会福祉施設で5日間の

介護等体験を実施している｡

特殊教育諸学校における体験について,本学学生を

受け入れた学校の教員は,概ね学生の活動の様子を前

向きに受け止め,積極的 ･意欲的に体験活動に取 り組

んだケースが多いと見ている反面,実際に利用者と接

する中で戸惑っているケースがあるとも見ている (隻

原･大野･安藤 ･河合,1999)｡また.,体験によって学
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生自身,障害児教育や福祉に対する関心,障害児教育

就職希望の割合が高まっていることが明らかになって

いる一方で,精神的 ･時間的負担感やのちに行 う社会

福祉施設における体験に対する不安感が高まっている

という結果も出ている (安藤,1999)0

社会福祉施設における体験について,実際に学生を

受け入れた施設の職員は,学生の様子を特殊教育語学

校同様,概ね前向きに取 り組んでいたと受け止めた

ケースが多いが,やはり学生の中には消極的,義務的

に活動に取 り組んでいるケースがあるとも見ている

(笠原･大野,2000)｡学生自身,体験そのものに満足

感をもち,他者との関わ り方について学ぶことができ

たといった意見や,障害者や高齢者に対する理解が深

まり,子どもたちに福祉について話すなど,体験を将

来の教職活動に生かせるという意見をもつ者が多い｡

しかし,少人数ではあるものの,通常の教育に携わる

ことを考えれば高齢者や障害児 ･者への介護等体験は

生かせないと考えている者もいる｡極端なケースでは,

排雅等の介助活動に著しく嫌悪感をもち,二度 と介

助 ･介護活動に関わ りたくないと考えている者も存在

する (笠原,2000)0

介護等体験を実施するに当たっては,高齢者や障害

児 ･者の特性,福祉制度,介護 ･介助の方法等を理解

するための事前指導や,自分が体験したことを振 り返

り,何を得たのかを考える事後指導が必要だが,その
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時間が十分に確保されていないケースが多い (小川,

2000)｡本学においても,事前指導と事後指導を合わせ

て150分程度しか設定されておらず,事後指導について

は,自分の体験を振 り返る時間がほとんど含まれてい

ない状況にある(笠原ら,1999)｡このように,高齢者

や障害児 ･者,福祉に関する理解を深めることなく実

際に手探 りの状態で介護 ･介助活動をせざるを得ない

状況下にあっても,多くの学生が本体験を前向きにと

らえ,将来の教職活動に生かすことが可能だと判断し

ていた｡しかし,一方で体験を生かすことに否定的な

者も見受けられた｡

介護等体験は,義務教育教員免許状を取得するため

に,希望しなくても行わざるを得ないもので,介護 ･

介助活動等に関心をもち,自らの意志で行う,いわゆ

るボランティア活動とは異なる｡このことは,介護 ･

介助活動に対する意識や障害児教育に対する関心,将

来の教職活動-の活用に影響を与えると考えられる.

このことから,自らの意志でボランティアサークル

に所属し,介護 ･介助活動等を行った者の,活動等に

対する意識や,教織活動等への活用について明らかに

し,介護等体験学生と比較することは,介護等体験を

将来に生かすための実施の在り方について示唆を得る

ことになる｡

そこで本研究では,本学学部在学当時,介護 ･介助

活動を中心としたボランティア活動に携わった卒業生

の,当時の活動に対する意識や,現在の障害児教育等

に対する関心,活動の自分自身の生活及び教職活動-

の活用について把握し,介護等体験学生が,体験をよ

り前向きに教職活動等に活用しようとする意欲を高め

るための指導の在り方を明らかにすることを目的とす

る｡

ⅠⅠ 方 法

1 対 象

現在も本学の課外活動団体として活動を続けている

ボランティアサークル ｢紙ひこうき｣の一員として,

在学当時ボランティア活動に携わった学校教育学部卒

業坐で,現存する名簿に掲載され,調査用紙の郵送が

可能な者(昭和61年度～平成2年度卒業生,以下,ボラ

ンティア活動体験者),計51名を対象とした｡

2 手 続 き

(1)質問紙の作成

安藤 (1999)が,実際に介護等体験を行った本学現

役学部学生を対象に作成した質問紙を参考にして,以

下の項目を挙げ,質問紙を作成した｡

表 1 ボランティア活動体験内容 (数字は延べ数)

話し相手

外出同行

移動介助

食事介助

トイレ介助

清掃･洗濯･衣類整頓

福祉イベント運営手伝い

その他

2
1
1

2

5
9
6
9

5

1

3
1

① 障害児教育への関心

② 障害者福祉への関心

③ 高齢者福祉-の関心

④ 障害児教育経験の希望

⑤ ボランティア活動体験期間

⑥ ボランティア活動体験頻度

⑦ ボランティア活動体験内容

⑧ ボランティア活動で印象に残った出来事

⑨ ボランティア活動で戸惑ったこと

⑲ 現在の生活におけるボランティア体験の活用

⑪ 教職活動等におけるボランティア体験の活用

⑫ 介護等体験義務づけに対する意識

⑬ 介護等体験に対する期待

以上の項目の他に,対象者の特性に関する項目とし

て以下の5点を挙げ,記入欄を設けた｡

① 性別

② 年齢

③ 現職

⑥ 教職経験年数

⑤ 特殊教育経験年数

(2)調査の実施

対象者個々に調査用紙を郵送し,回答を求めた｡

(3) 調査期間

2000年10月中旬から11月中旬

ⅠⅠⅠ 結果と考察

1 回 収 率

51名中29名から回答が寄せられた｡回収率は56.9%

であった｡

2 回答者の特性

性別は男性6名 (20.7%),女性23名 (79.3%),午

齢は平均34.8歳 (SD1.48)であった｡また,現職は,
教職に就いている者が トータルで21名 (72.3%)であ

り,その他の職業4名(13.8%),現在無職4名(13.8%)

であった｡男女比については偏 りがあるが,これは,
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当時本サークルに在籍していたメンバーの男女比とほ

ぼ同じであった｡

3 体験 したボランティア活動の内容等

サークルの中で実際に体験したボランティア活動の

内容を延べで示したものが表 1である｡今回制度化さ

れた介護等体験の活動例として,介護 ･介助の他,請

し相手,散歩の付き添い等の交流体験,洗濯等当該施

設職員に必要とされる業務等が示されている (林,

2000)｡今回調査を依頼したボランティア活動体験者

も,これらに準ずる活動を複数体験していたことが明

らかになった｡

実際に活動した期間は平均2.85年(SDO.97)で,期

間中の活動頻度は,月 1回程度 (22.2%)及び年,敬

回程度 (37.0%)と回答した者が多かった｡年数回程

度の体験であっても,平均3年弱の間関わっていたと

すれば,実質介護等体験実施標準の7日間と同等かそ

れ以上の期間ボランティア活動を体験したと考えられ

る｡

4 障害児教育等への関心

障害児教育等-の関心の有無について,｢大変ある｣

または ｢ある｣とした者の割合を,7日間の介護等体

験を終えた現役学生の結果 (笠原,2000)とともに表

2に示した｡障害児教育に対する関心,障害者福祉へ

の関心ともに高い値を示した｡高齢者福祉-の関心の

有無については,障害者に対する関心より低いものの,

値そのものはかなり高かった｡

介護等体験を終えた現役学生とサンプル数に違いが

あるが,いずれもサークルでのボランティア活動体験

者の方が若干高い値を示した｡

5 障害児教育経験の希望

｢将来障害児教育に携わりたいと思うか｣という問

いに対してほ,17名 (63.0%)が ｢思う｣と回答して

おり,現在特殊教育に携わっている者が26名車2名い

た｡障害児教育従事の希望は,現役学生の25.5% (隻

原,2000)を大きく上回った｡

6 ボランティア活動中の印象に残った出来事

ボランティア活動を体験する中で印象に残ったこと

が ｢ある｣とした者が24名 (82.8%)に上った｡その

内容についてカテゴライズしたものが表3である｡

｢障害児･者との交流体験｣では,｢養護学校の子ど

もたちとハイキングに行った｣｢成人施設の人といろん

な話ができた｣｢初対面の人とも心が通じ合ったと思え

る時間を過ごすことができた｣というような,交流し

たことそれ自体が印象に残っているという回答が多

く,｢介助をして喜んでもらえた｣といった,相手の応

表 2 障害児教育等への関心 (数字は%)

ボランティア体験者 現役学生

障害児教育への関心

障害者福祉への関心

高齢者福祉への関心

93.1 77.7

89.7 74.5

86.2 79.9

表 3 印象に残った出来事 (数字は延べ数)

障害児･者との交流体験

障害児･者から受けた影響

障害児･者を支える人との出会い

障害児･者との交流における失敗･思惑違い

その他

8

6

3

5

4

答に対する喜びを印象的にとらえている者もいた｡

｢障害児･者から受けた影響｣では,｢障害者も,健

常者と少しも変わらないと親近感を持つことができ

た｣｢食事介助では最初,自分自身食事がのどを通らな

かったが,慣れて平気になった｣といったいわば自分

自身の障害者に対する見方や接し方の変化をあげてい

る者がおり,また,｢身障者の詩集を読ませてもらった

とき,感受性の豊かさに感動した｣｢障害を乗 り越え,

よりよく生きようと夢や希望を持ち,前向きにがん

ばっている強さに教えられた｣｢重心･筋ジス病棟の人

から,生きることの姿勢のあり方に心打たれた｣など,

障害者自身の生き様に対して感銘を受けたことが印象

に残っているとした者もいた｡

｢障害児･者を支える人との出会い｣では,｢病棟に

入院している人を見守っている保母さんの温かい心を

知った｣｢ボランティア仲間が,施設にボランティアを

やりに行くのではなく,友だちに会いに行くと言った

ことに驚いた｣などの内容があげられており,障害児･

者を支える人の障害児 ･者に対する対応や意識も印象

に残っていることが明らかになった｡

｢障害児 ･者との交流における失敗 ･思惑違い｣で

紘,｢相手が トイレに行きたがっていたのに気づくこと

ができなかった｣といった失敗や ｢初めての介助でい

きなり抱きつかれて驚いた｣｢皆さん明るいですねと話

しかけたところ,心の中は違 うと言われた｣などの内

容があげれらており,マイナスの交流体験が印象に

残っているとした者も見受けられた｡

7 ボランティア活動で戸惑ったこと

ボランティア活動中に戸惑ったり困ったりしたこと

が ｢ある｣とした者が26名 (82.8%)に及んだ｡そのヽ
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表 4 戸惑ったことの内容 (数字は延べ数)

障害児･者との接し方

言葉によるコミュニケーション

介助の仕方･程度

障害児･者に対する意識

障害児･者からの関わり

その他

0

4

5

4

3

2

1

笠 原 芳 隆

表5 生活面で役立っている点 (数字は延べ数)

障害児･者に対する意識

障害児･者への対応

他者理解

障害児教育への従事

その他

6

5

4

2

5

内訳は衰4のとおりであった｡

｢障害児･者との接し方｣では,｢知的障害者の行動
が理解できず,どのように接すればよいか分からな

かった｣｢最初の頃はただぼっと立っていることしかで

きなかった｣｢ボランティアをするということで力が入

り,される側の気持ちを忘れがちになった｣といった

内容が複数あげられていた｡関連して ｢言葉によるコ

ミュニケーション｣では,｢一生懸命話してくれても聞
き取れず,返事ができなかった｣｢知的障害の方の会話
が理解できず,意思疎通が図れなかった｣といった内

容があげられていた｡

｢介助の仕方･程度｣では,｢車いすの介助の仕方が
分からなかった｣｢障害の程度が分からないので対応が

十分できないことが多かった｣｢どこまで手伝いするの

がベストなのか見極めが難しかった｣などの内容があ

げられていた｡

｢障害児･者に対する意識｣では,｢初めて施設訪問
したとき,一緒に食事ができなかった｣｢自分の恐怖心
が相手に伝わっているようで心配だった｣といった内

容があげられていた｡

これらの内容は,介護等体験を終えた現役学生が戸

惑いの内容としてあげたもの (笠原,2000)と共通し

ている｡ボランティア活動体験者の場合,自らの意志

でサークルに入りボランティア活動に携わった点で,

義務化された介護等体験を行う現役学生と差異がある

が,事前に障害児 ･者との接し方や介助の方法につい

て知る機会がない中で,現役学生と同様の戸惑いを感

じながら活動を行っていたことが明らかになった｡

なお,これらの他に,｢障害児･老からの関わり｣と
して,｢相手方に恋愛感情もたれてしまった｣｢自身は
ボランティアと思っていたが,相手は親友と思ってし

まい,家に泊まり込まれたことがあった｣といった,

継続的に凍することが原因と考えられる戸惑いも複数

あげられていた｡

8 現在の生活におけるボランティア体験の活用

ボランティア活動の体験が現在の自分自身の生活に

役立っているかという問に対し,23名(79.3%)が｢役

立っている｣と回答しており,当時少なからず戸惑い

を感じながら活動していたにもかかわらず,現在の自

分自身の生活に活動が役立っている,すなわち生かさ

れていると考えている者が多いことが明らかになっ

た｡どのような点で役に立っていると考えているのか,

自由記述の内容をカテゴライズしたものを表5に示し

た｡

｢障害児･者に対する意識｣では,｢障害があろうと
なかろうと,同じ人間なんだという感覚をもっことが

できた｣｢障害児･者に対する心の壁のようなものが取
り除かれた｣｢パラリンピックなども差別的に見なく
なった｣などの内容があげられていた｡また,｢障害児･
老-の対応｣では,｢知的障害者に街中で話しかけられ
たときでも抵抗なく接することができる｣｢街中や仕事

上で出会う障害児 ･者に声をかけたり手をきしのべた

りできるように思う｣｢自然に高齢者や障害者に接する

ことができるようになった｣といった内容があげられ

ていた｡三洋 (2000)は,障害者への接触経験が豊か

な健常者は,一般的に障害者に対して好意的であるこ

とを指摘している｡戸惑いを感じながらも直接ふれ合

う活動を続けていく中で,障害児 ･者に対する意識が

前向きな方向に変容し,それが行動面にも現れている

とみることができる｡

｢他者理解｣では,｢-ソディの有無に関わらず,人
はそれぞれその人でなければできないことがあると思

える｣｢お互いに助け合えるところは助け合い,自分で
できることは自分でやるというスタンスで自分の子ど

もに対しても優しく接することができる｣といった内

容があげられていた｡心身の能力の一部に損傷や遅滞

があると,あたかもその人全体が価値を損傷された人

間であるといった見方をすることがあるが,実際に障

害児 ･者との交流を続けることで,そのような見方が

是正され,人間的な側面が評価されるようになる (≡

洋,2000)｡障害児･者との交流がきっかけで,障害児･

者はもちろん,誰に対しても価値ある人間としてみる

ようになった様子がうかがえる｡

なお,｢障害児教育への従事｣では,｢今の仕事 (特
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表 6 教職活動で役立っている点 (数字は延べ数)

学習活動における例示

子どもたちへの対応

物事を見るときの視座

特殊学級との交流

その他

8

5

2

3

9

殊教育)は紙ひこうきでのボランティア･なしでは始ま

らなかった｣といった内容もあげられており,ボラン

ティア活動をきっかけに,実際に障害児教育の職に就

いた者もいることが明らかになった｡

9 教職活動等におけるボランティア体験の活用

現役教員を含め,これまで教職経験のある老26名に,

ボランティア活動の体験が教職活動に役立っている

(役立った)か尋ねたところ,｢役立っている(役立っ

た)｣と回答した者が23名 (88.5%)に上った｡どのよ

うな点で役に立っていると思っているのか,その内容

をカテゴライズしたものを表6に示した｡

｢学習活動における例示｣では,｢総合的な学習の『福

祉』として,体験を子どもたちに話すことができる｣

｢人権学習をするときに,子どもたちに体験談を話す

ことができる｣｢道徳や学級活動の時間の中で体験した
ことを話すことができる｣｢学習や行事の計画を立てる
ときに高齢者や障害者とのふれあいを取 り入れること

を意識している｣などの内容があげられていた｡介護

等体験を終えた現役学生への調査 (笠原,2000)では,

多くの者が ｢将来担任した子どもに福祉等について話

すことができる｣としており,そのことが現実に行わ

れていることが裏付けられる形となった｡

｢子どもたちへの対応｣では,｢クラスの中で差別や

区別がないようJbがけるようになっている｣｢少人数学
級を担任したときに,一人一人を伸ばしていく視点に

立てた｣｢どの子にも良くなりたいとか良さがあると

いったように,子どもを見る目が違 うように思う｣｢さ

まざまな個性をありのまま受け入れようという気持ち

をもっている｣｢不登校児と向き合ったときも,その存

在を尊いものと感じることができた｣といった内容が

あげられていた｡これらは,ボランティア活動体験者

である教師自身が ｢誰に対しても価値ある人間として

みるようになった｣ことが影響していると考えられる｡

｢物事を見るときの視座｣,すなわち,｢偏見や第一印

象で物事を見ることがなくなった｣｢多面的に物事を見
るようになった｣といった内容も,子どもたちの対応

と関連しているものと考えられる｡

｢特殊学級等との交流｣では,｢何のこだわりもなく

障害児学級と関わることができる｣｢養護学校の子ども
たちとの交流のとき体験が生かせる｣などの内容があ

げられていた｡今回の学習指導要領の改訂において,

小 ･中学校の学習指導要領に障害のある幼児児童生徒

との交流の機会を設けることが新たに示され,その一

層の推進が期待されている(山本,1999)｡しかし,過

常の学級を担当する教員の特殊教育 (特殊学級)に対

する理解不足のため,交流が円滑に進まない (笠原,

1998)という現実がある｡そのような中,交流を前向

きに受け止めている,ボランティア活動を体験した教

員の存在は大きいものとなることが予想される｡

｢その他｣では,｢障害児教育の指定を受けたときは,

とまどうことなく取 り組み,成果を上げることができ

た｣などの内容があげられていた｡

10 介護等体験義務づけに対する意識

小学校及び中学校の教諭の普通免許状を取得しよう

とする者に介護等体験が義務づけられたことを知って

いたかという問に対して,｢知っていた｣と回答した者

は10名 (34.5%)であり,まだ一般には介護等体験の

制度が周知されていないことが明らかになった｡

11 介護等体験に対する期待

今回義務づけられた介護等体験が,将来の教職生活

に役立つかという問に対しては,24名(82.8%)が｢役

立つと思う｣と回答した｡ただし,｢内容による｣｢7

日間では短すぎる｣といった意見も付されていた｡ま

た,特殊教育諸学校に勤務し,実際に介護等体験学生

を受け入れている立場の者からは ｢何のためにこの体

験を行うのかもっと詰めていくことが必要｣との意見

が出されており,特殊学級に勤務する者からも ｢どう

体験したかの質が問われる｣との意見が付されていた｡

実際に介護等体験を終えた現役学生からも,｢介護等

体験を行う意義を具体的に教えてはしい｣との意見が

出されており(笠原,2000),この点について検討の余

地が残されていることは明らかである｡

Ⅳ 総 合 考 察

本研究では,ボランティア活動体験者の,障害児教

育等に対する関心,活動の自分眉身の生活及び教職活

動-の活用について把捉し,介護等体験学生が,体験

をより前向きに教職活動等に活用しようとする意欲を

高めるための指導の在り方を明らかにすることを目的

とした｡

その結果,ボランティア活動体験者は,介護等体験

を終えた現役学生と比較して,障害児教育や福祉,高

- 5-



笠 原 芳 隆

齢老福祉に対する関心がやや高く,障害児教育経験の

希望については,非常に高いことが明らかになった｡

一方で,ボランティア活動を行っているときに,障

害児 ･者との接し方や介護 ･介助の仕方,程度等に関

して戸惑いを感じていたことも明らかになり,介善等

体験学生と共通の悩みを抱えていたこと,それでも,

教職への活用に関しては88.5%の者が ｢活用している

(した)｣と考えていることが明らかになった｡

ボランティア活動体験者,介護等体験学生ともに,

活動に対して共通の戸惑いや悩みを感じながらも,障

害児教育,福祉等への関心を高めていることは確かで

ある｡しかし,介護等体験を終えた現役学生の中で,

実際に障害児教育等に携わる希望を持つところまで意

識が高まっている者の割合は低い｡また,活動が将来

の教職活動に役立つとしている者の割合は低くはない

ちのの,明らかに活動そのものに嫌悪感を持ち,教職

活動にも役立たないと言い切る者がいることも事実で

ある｡

将来,介護等体験を通してより多くの者に障害児教

育経験の希望を持たせ,体験の内容を教職活動に生か

す意欲を持たせるようにするには,次にあげるような,

より具体的で継続的な事前 ･事後指導を大学カリキュ

ラムに組み込むなどして実施する必要があると考え

る｡

G) 障害児教育専攻の臨床実習等の様子を映像で見た

り,あるいは一定の時間を確保して実際に見学した

りする機会を設ける｡

② 実際に障害者や高齢者と対面し,接し方や介助の

方法についての指導を行う｡

③ 実際に学生同士で,移動,食事等の介護 ･介助活

動の模擬体験を行う｡

⑥ 小 ･中学校における,交流教育や障害児 (あるい

は特別な教育的ニーズを必要とする児童生徒)の在

籍の現状等についての講義を行う｡

⑤ 体験終了後,体験中に戸惑ったことや課題と感じ

たこと,あるいは学んだことを意見交換する機会を

設ける｡

21世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者

会議 (2000)は,障害のある児童生徒の就学のあり方

について,通常の教育において対応することも含めて

見直す必要があることを提言している｡また,加藤

(2000)は,小 ･中学校における軽度の障害のある子

どもたちへの教育対応は,全校の理解と協力の下に行

われる必要があると小 ･中学校新学習指導要領に述べ

られていることを報告している｡そして,小 ･中学校

では相変わらずいじめ等の問題がクローズアップさ

れ,対応策が種々報告されている(例えば石山,2001)0

このような中,人の心の痛みを理解できる人づくり,

人間一人一人の能力や個性を認められる心をもった人

づくりをめざす介護等体験の役割はますます大きいも

のになると考えられる｡

介護等体験学生の,障害児教育等に対する意識を高

め,戸惑いを最小限にとどめた中で体験できるように

するために,一定の時間をかけて,事前 ･事後指導に

該当する授業を大学カリキュラムに組み込み,実施す

ることは重要課題であると考える｡
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